

【更新研修事前課題について】

この事前課題は、自らのサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（以下サビ児管）としての業務及び事業所について振り返りを行うものです。自分の業務や組織等について、よくできている点や改善が必要と思われる点について、客観的に振り返ってください。
また、研修当日にはこの振り返りシートを活用しながらグループワークを行います。このグループワークで他事業所の取組や課題点を拾い上げ、自事業所での業務やサービスの向上に繋げていただきたいと思います。
　現在サビ児管として勤務していない方は、現在もしくは過去に所属した組織でサビ児管として勤務していると仮定して作成してください。

【課題１】サビ児管としての自己検証
サビ児管や事業所の日々の業務について７項目振り返り事項を提案しています。自身や事業所においてどういう点に取り組めているか、またどういう点を改善し今後反映させていくかを具体的に記入してください。

〇設問５　権利擁護（虐待防止・身体拘束・苦情解決・機密の保持）
障害者虐待防止の更なる推進のため、令和４年度から事業所において従業者への研修の実施や虐待防止委員会の設置が義務となりました。その点を踏まえ、事業所として委員会や、虐待防止のための指針を考慮しながら記入してください。また、虐待防止の観点からどういう支援を行っているかという点にも注目してください。

【課題２】事業所と地域の自己検証
組織体制の取組について、職員会議や事業所内外での研修体制や、職員への助言・指導を含めた人材育成への取組、利用者へのサービス提供内容等において良いと思われる取組等を中心に具体的に記入してください。

利用者支援の質の向上のためには、事業所と関係機関との連携が重要です。支援方針や支援内容の決定といった利用者に関する重要事項を認識・共有し、更なる支援体制の拡充につなげるために、この課題の要点を再認識していただきたいと思います。
サビ児管主催で担当者会を開催する意義とは、事業所利用における利用児・者の状態や環境の変化について、サビ児管自ら積極的に関係者を集め、情報共有・評価・支援の方向性の共有・協働を図ることになります。この行動は、生活・成長する利用児・者を臨機応変に支援し、生活の質を向上させる上で大切になります。

〇設問５　地域とのつながり（担当者会議・協議会）
障害者総合支援法では、自立支援協議会は都道府県、市町村毎に、障害者等への支援の体制の整備を図るために設置することとなっています。利用児・者の担当者会等から拾い上げられる課題や個別のニーズから地域課題を抽出し分析していくことで、地域の支援体制の整備につなげていきます。
自立支援協議会の活動内容をできるだけ把握し、どのようなテーマや声を上げていけば、利用者の支援の拡充や地域の課題解決につながっていくか考えてみてください。

〇設問６　自立支援協議会
　高知県外の自立支援協議会の取組事例を調べて、報告してください。


	事前課題様式　【事前課題１】
	



【事前課題１】 サビ児管としての自己検証
〜 前回の研修から今日までの、わたしの実践を振り返る 〜
サビ児管に求められる役割・業務に対して、現時点でどこまで行えているのかを振り返り、不十分な点をどうすれば向上できるかを考えるためのシートです。あなたを評価するものではありません。１〜６の点数に基準はありません。ご自身の感覚でかまいません。
※「前回の研修」とは、はじめて更新される方は実践研修、２回目以降の方は前回の更新研修を指します。
	◎ 前回の研修から、ここが変わりました（考えるための前提）
・個別支援計画は、相談支援事業者への交付が義務づけられました（令和６年度〜）。
・計画の作成にあたっては、意思決定支援への配慮が前提として求められています。
・虐待防止措置・身体拘束等の適正化・業務継続計画（ＢＣＰ）は、未実施が減算の対象になりました。
この間に「やること」は増えました。増えた中で、あなたが何を大事にしてきたかを書いてください。



	市 町 村 名
	[bookmark: _GoBack]

	サービス（支援）の種類
	

	事 業 所 名
	

	受 講 番 号
	

	氏　　   名
	



【設問１】 個別支援計画の作成とモニタリング（意思決定支援）
本人の「こうしたい」を、どのように聞き取り、計画に書いていますか。言葉で表しにくい方の意思は、どのように確かめていますか。定期的なモニタリング（６か月に１回以上）は行われていますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）




【設問２】 説明と同意・計画の交付・相談支援専門員との共有
利用者・家族への説明と同意は、形だけの署名になっていませんか。作成した個別支援計画は、相談支援事業者に交付されていますか。サービス等利用計画と、自事業所の個別支援計画はつながっていますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）




【設問３】 記録と会議
日々の記録は、書きっぱなしになっていませんか。支援の見直しに返ってきていますか。職員会議は「報告の場」で終わっていませんか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）





	事前課題様式　【事前課題１】
	



【設問４】 他の従業者に対する助言・指導（スーパービジョン等）
現場の職員に、必要なときに助言・指導ができていますか。それはあなた個人の力量に頼っていますか、それとも事業所の仕組みになっていますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）



【設問５】 権利擁護（虐待防止・身体拘束・苦情解決・機密の保持）
「不適切な言動」の芽に気づいたとき、その場で扱えていますか。虐待防止委員会・研修・指針は動いていますか。苦情や要望を、改善のきっかけとして受け止められていますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）



	■ 前回の研修から今日までをふりかえって（立ち止まって考えるための欄です）



（１）前回の研修を受けてから今日まで、あなたの業務でいちばん変わったことは何ですか。
	



（２）逆に、そのころから変えられていないことは何ですか。それはなぜだと思いますか。
	



	■ 演習で学びたいこと



６点に近づけるために、今回の演習を通じて学びたいこと・持ち帰りたいことを書いてください。
	





	事前課題様式　【事前課題２】
	



【事前課題２】 事業所と地域の自己検証
〜 サビ児管が力を発揮できる環境と、外とのつながりを振り返る 〜
サビ児管自身のスキルアップだけでは、支援の質は上がりません。業務を行える環境（組織の風土）と、外とのつながりが必要です。自分の事業所や地域の「良い取組み」を持ち寄り、グループで交換するためのシートです。弱点をさらす場ではなく、関係機関を評価するものでもありません。
※「前回の研修」とは、はじめて更新される方は実践研修、２回目以降の方は前回の更新研修を指します。
	◎ いま、多くの事業所が直面していること（考えるための前提）
・人材の確保が難しく、経験の浅い職員や多様な背景をもつ職員とチームを組む場面が増えています。
・災害・感染症への備え（ＢＣＰ）は、計画をつくる段階から「実際に動けるか」を問われる段階に入りました。
・事業所ひとつでは抱えきれない課題が増え、地域で共有する必要性が高まっています。
自分の事業所の「良いところ」を、ひとつでも言葉にして持ってきてください。それが他の参加者の持ち帰りになります。



	サービス（支援）の種類
	

	事 業 所 名
	

	受 講 番 号
	

	氏  　　   名
	



【設問１】 情報伝達・共有（組織体制の取組み）
誰が・いつ・どこで情報を共有していますか。日常のコミュニケーションや会議の方法で、うまくいっている工夫を書いてください。
＜取組分類＞ 該当する分類に ■ してください　☐理念・方針　☐ 組織風土　☐ 組織構造　☐ 人材育成　☐ 地域　☐ その他
	（良いところ／良いと思う理由：サビ児管の業務が遂行しやすくなるための、組織の理解や協力体制などの具体例と、それを良いと思う理由）



【設問２】 サビ児管のフォローアップ体制
あなたが判断に迷ったとき、相談できる相手や仕組みはありますか。ひとりで抱えていませんか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）



【設問３】 チームアプローチ（チームワークの取組み）
管理者・看護師・支援員など、職種や立場の違う人たちと、どのように協働していますか。うまくいっている工夫を書いてください。
＜取組分類＞ 該当する分類に ■ してください　☐ 目的　☐目標　☐ 役割　☐ コミュニケーション　☐ 情報　☐ その他
	（良いところ／良いと思う理由：例／活動プログラムの企画・立案をチームで検討している 等）





	事前課題様式　【事前課題２】
	氏名（受講番号）： 　　　　　　　　（　　－　　）



【設問４】 関係機関・相談支援専門員との連携
利用児・者の生活は、福祉サービスだけで成り立っているわけではありません。企業・学校・医療機関・他の福祉事業所、そして相談支援専門員と、日頃どのくらい意識して連携できていますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）



	（連携が効果的であった事例をひとつ。／連携したことがない場合は、その理由を書いてください）



【設問５】 地域とのつながり（担当者会議・協議会）
具体的な連携の場としての担当者会議に参画していますか。また、自分の地域の協議会でいまどのようなことが話し合われているか、把握していますか。
	できていない
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	できている
	選択してください



	（点数の理由：できている点を中心に。あわせて、そう考えた具体的な場面をひとつ書いてください）



☐ 協議会へ出席している（部会・委員会等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐ 協議会へ出席していない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	■ 前回の研修から今日までをふりかえって（立ち止まって考えるための欄です）



（１）前回の研修から今日までで、事業所の環境や地域とのつながりで「良くなった」と感じることは何ですか。
	



（２）いま、いちばん整えたいことは何ですか。
	



	■ 演習で持ち帰りたいこと



他の事業所の工夫のうち、どのようなことを持ち帰りたいですか。
	



【設問６】 自立支援協議会
自立支援協議会について、他県での取り組み事例で面白そうなもの・興味のあるものを調べて、何をどう感じたか記載してください。なお、研修の演習で発表していただく場合があります。
	





